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スキーで風を切るんだ！雪の子よ！

外

は
、
白
銀

の
世
界
。

こ

の
雪
も
、
二

年
続
き
で
遅

く

訪

れ
、
か
ろ
う
じ

て
ス
キ

ー
教
室

に
間

に
合

っ
た

。
（
写
真
）

地
球
温
暖
化
の
影
響
か
あ
る
の

か
も

知
れ
な

い
。

フ
ロ
ン
ガ
ス
が
冷
房

に
使

わ
れ
、

自
動
車

が
大
量

の
炭
酸

ガ
ス
を

吐

き
出
し
て

い
る

の
だ
か
ら
、
こ

れ

は
、
生
活

の
便
利

さ
、
快
適
さ

と

直
接
関
係

が
あ
ろ
う

。

経
済
性

だ
け
を

追
い
求
め
る
と
、

思
わ
ぬ
し

っ

ぺ
返
し

が
あ
る
と
言

つヽ
と
こ
ろ

か
。

さ
て
、
先

日
福
井

県
越
前
町

か

ら
水
仙

が
一
束
送
ら

れ
て
き
た
。

花
の
持
ち

を
良
く
し
よ

う
と
、
寒

い
役
場

の
玄

関
に
置

い
て
い
る
。

銀
紙
を
巻

い
た
粗
末

な
空
き
カ

ン
に
投

げ
入

れ
ら
れ
て

も
、
可
愛

い
花
は
蕊

（
し

べ
）

か
ら
地
中
海

の
春
の
匂

い
を
放

っ
て

い
る
。

越
前
岬

の
断

崖
は
、

今
頃

風

が

吹
き
す
さ
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
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部
落
長

広　報　よ　も　ぎ　た

恒
例
の
部

落
長
・
行

政
連
絡
員

合
同

会
議

が
、
去
る
十
二
月
二

十

五

日
午
後
一
時

か
ら
役
場
二

階
会

議
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た

。

各
部
落

か
ら
の
要
望
、

意
見
交

換
と
そ
れ

に
対
す
る
役
場

の
応
答

を

ご
紹
介
し
ま

す
。

八
戸

村
長

の
「
常
日
頃
、
村
政

ご
協
力
を

心
よ

り
感
謝

申
し
上

げ

ま
す
」

の
あ

い
さ
つ
で
始
ま

り
ま

し
た
。

最
初
、
佐
井
土
木

建
設
課
長

が
。

「
今
年
も
除

雪
作
業
で
部

落
の
皆

様
の

ご
協
力

を
お
願

い
し
ま

す
」

と
協
力
要
請

を
し
ま
し

た
。

会
議

の
司
会

を
川

崎
総
務
課
長

が
担
当
し
、
部

落

ご
と

に
意

見
、

要

望
を
聞

き
、
そ
れ
に
役
場

が
解

答
す
る
と

い
う
形

で
進

め
ら
れ
ま

し
た

が
、

難
し

い
問
題

が
多
く
出

さ
れ
、
約
二
時

間
の
会
議

は
例
年

に
増
し
て
熱

を
お

び
た
も

の
に
な

行
政
連
絡
員
合
同
会
議

Ｑ

２
　

温
泉
空
中
探
査
の
結
果
は
、

ど
う
な

っ
て

い
る
の
か
。

玉
松

地
域
開
発

の
計
画

に
つ

い

て

は
、
こ
れ

か
ら

ど
う
す
る

の

Ａ
　

（
総
務
課

長
）
温

泉
掘
削

地

域

の
候
補
は
、

高
根
ニ

ケ
所
、

玉

松
二

ヶ
所
、

牧
場
ニ

ケ
所

が

挙
が

っ
て

い
る
。
ど
こ
を
掘

る

か
は
議
会
等

と
相
談
し
て
決

め

て
行
き
た

い
。

今
、
営
林
署

か
ら
払

い
下

げ
す

る
四

町
歩

の
土
地
を
使

い
、『
ヘ

ル
ス
ラ

ン
ド
蓬
田

』
健
康

づ
く

り
の
た
め
の
施
設
を
造
り
た
い
。

こ
の
中
に
は
、
温
泉
・
資
料
館
・

野
球
場
・
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

ー
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

・
駐
車
場
等

が

あ
る
。

Ｑ
３
　

国

道
二
八
〇

号
線
老
人

憩

の

家

近

辺

が
九

月

の

大
雨

で

湛
水
し

た
。
こ

れ
の
排
水
対
策

は

ど
う
な

っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
　
　（
土
木
建
設
課

長
）
青
森

土

木
事

務
所
と
は

折
衝
し

て
来

た

か
。

ど
の
位
計
画

が
進
ん
で

い

い
る

の
か
知
り
た

い
。

Ａ
　

（
村

長
）
探
査

の
結
果

、
あ

ま
り

立
派

な
温

度

の
高

い
温

泉

は
期
待
で

き
な

い
。

玉

松

地

域

開
発

は
、

四

町

歩

（
瀬

辺
地
苗
畑
）
の
土
地
を
有

効

利
用
す

る
た
め
に
も
今

後
関
係

者

の
意
見

を
聞
き
な

が
ら
進
め

た

い
。

行政懇談会●2

1
2
月
2
5
日
開
催

Ｑ
１
　

行
財

政
改
革
審
議

会
の
審

議

が
ス
ト

ッ
プ
し
て

い
る

が
、

継
続
す

る
の
か
。

Ａ
　

（
村
長
）
継

続
し

た
い
。

Ａ
　
　
（
総
務
課

長
）
昭

和
五

十
七

年

に
、
行
財

政
審
議

会

が
発
足

し

、
当
時

の
村

長
に
対
し
て
、

諮
問

・
答
申
し

た
よ
う
で
、
そ

の
後
、
村
行

政
改
革
大
綱
を
作

り
役

場
の
事

務
や
事
業
の
見
直

し

、
そ
の
中

に
は
、
村
単
独

の

補
助
金
等

が
問
題

に
な

っ
た
。

こ

れ
に

つ
い
て

は
、
今
年
中

に

第

一
回
目

の
委

員
会
を
開
き
見

直
し

を
し

た
い
。

り
ま
し
た
。

坂
本
祐
一
部
落
長
会
長
よ
り
共

通
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
追
加
　

（
瀬

辺
地
部
落

長
）
温

泉
調
査
結
果

を
も
う
少
し

詳
し

く
教
え
て

ほ
し

い
。

Ａ
　

（
総

務
課
長
）
深
さ

は

Ｉ
、

三

〇
〇

ｍ
位
だ
ろ

う
。
温
度

は

二
十
五

上

二
十
ニ
ャ
）
の
低
温

性

の
も

の
で

、
ぬ
る

い
方

の
温

泉

と

い
う
調

査
結
果
で
す

が
、
掘

要
望
　
（
坂
本
部
落
長
会
長
）
温

泉
の
芽
を
つ
ぶ
さ
な
い
で
欲
し

い
。

つ
て

み
な

い
と
分

か
ら
な

い
。
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が
、
県
側
の
意
見
は
原
因
は
蓬

田
村
側
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

大
雨
で
の
洪
水
は
、
原
因
と
し

で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
古
城
の

堤
防
改
良
と
海
岸
の
堤
防
の
整

備
が
な
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
と
思

う
。
現
況
で
の
改
良
は
、
国
道

か
ら
の
勾
配
が
な
く
難
し
い
。

玉
松
地
域
の
開
発
プ
ラ
ン
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、
線
路
西

側
の
板
木
沢
川
に
流
せ
ば
と
考

え
て
い
る
。

要
望
２
　

藤
本
好
司

宅
先
の
浜
に

建
物

を
建
設
し
た

い
が
、
排
水

が
悪

い
の
で
調
査
、

改
善
を
要

望
す

る
。

Ａ
　

（
土
木

建
設
課
長
）
建

設
省

に
要
望
し
て
も
無
理
だ
ろ
う

が
、

調
査
の
う
え
要

望
し

て

い
く

。

ら
架
替

改
良
を
し
な

け
れ

ば
効

果

が
な

い
。
補
助
事
業

に
の
せ

架
替
す
る
よ
う
計
画
し
て

い
る
。

《
瀬

辺

地

》

山　舘　部落長

要
望
１
　

山
田

・
田
浦

間
の
連
絡

道
を

造
っ
て
欲
し

い
。

Ａ
　

（
村
長
）
補
助

事
業
に
乗
せ

て

実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ａ
　

（
農
林
水
産
課

長
）
検

討
中

で
あ

る
。
時
間
は

か
か
る
だ
ろ

う

が
努
力
し
た

い
。

高　田　部落長

地

が
だ
め
で
あ
れ

ば
、
大

宮
平

八
郎
氏

の
土
地
に
建
て

て
ほ
し

い
。

Ａ
　
　（
総

務
課
長
）
Ｊ
Ｒ

用
地
は

狭
い
の
で
、
大
宮
氏

の
土
地
で

考
え

た

い
。

要
望
２
　

宮
本
地
区

の
生
活
排
水

が
郷
沢
川

に
流
さ

れ
て
い
る
。

蓬
田
側

に
流
し
て

ほ
し

い
。

Ａ
　
　（
土
木
建
設
課
長

）
昨
年
の

部
落
要

望
に
よ
り
蓬
田
川

に
流

す
よ
う

計
画

し
、
今
年

の
中
学

校
通
り

の
道
路
改
良
で
蓬
田

側

に
切
替
え

た
が
途
中
か

ら
接
続

水
路

が
な
く

暫
定
的
に

つ
な
い

で

い
る
。

今

後
、
蓬
田

裏
通
線
の
拡
幅

改

3●行政懇談会

坂　 本　部落長

佐　井　 部落長

要

望
１
　

長
科
川
上
流

の
長
科
・

中
沢

分
水
上

が
湾
曲
し

水
の
流

れ

が
悪

い
の
で
、
真

っ
直

ぐ
に

す

る
た
め
の
調
査
、

改
善
を
要

望
す

る
。

Ａ
　

（
土
木

建
設
課
長
）
川

を
は

さ
ん
で
両

側

が
部
落
有
地

と
い

う
こ
と
で

あ
る

が
、
河
川

の
た

め
容
易

に
い
く
か
ど
う
か
分

か

ら
な

い
が
、

調
査
の
う
え
対
応

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
広

瀬

》

川　崎　 部落長

要
望
１
　
滝
沢
農
道
が
急
勾
配
な

の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
。

要
望
１
　
郷
沢
駅
に
、
自
転
車
置

場
を
造
っ
て
ほ
し
い
。
Ｊ
Ｒ
用

Ｑ

４
　

住
民
基

本
台
帳

の
補
助
簿

を
各
部
落
に
配
布
で
き
な
い
か
。

Ａ
　

（
総
務
課
長
）
検
討
し
た
い
。

《

長

科

》

《

高

根

）

要
望
１
　

神
社
通
り
を

舗
装
に
来

年
度

ぜ
ひ
実
施
し
て

ほ
し

い
。

Ａ
　

（
土
木

建
設
課
長
）
元

年
度

は
財
政
上
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

新
年
度

で
実
施
す

る
よ

う
検
討

し
た

い
。

要

望
２
　

広
瀬
高
根
橋

が
、
カ
ー

ブ
に
あ
り
見
通

し

が
悪
く
、

幅

員

が
狭

い
の
で
直
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

（
土
木
建
設

課
長
）
当
橋
梁

に
つ
い
て
は
、

先
に
拡
幅
の
み

を
計
画

し
た

が
、

現
地
状
況
か

要

望
２
　

共
同

精
米

所
・
瀬
辺

地

川

問
の
海
岸
線

に
沿

っ
た
排
水

路

の
水
は
け

が
悪

い
の
で
、
現

地
を

調
査
の
上

改
善
し

て
ほ
し

い
。

Ａ
　
　（
土
木
建
設
課

長
）
調
査

の

上
、
漁

港
事
務
所

へ
要

望
し
て

い
き
た

い
。

《
郷

沢

》
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良
に（
口
せ
実
施
し
て

い
く
計
画

で

あ
る
。

平

成
七
年

に
ピ
ー
ク

が
来

る
予

定
。
一
月

十
日
に
陸
奥
湾

浄
化

協
議
会

が
出

来
る
予
定

だ
。
こ

れ

が
実
現
す

れ

ば
、
村

の
排
水

も
青
森
市

の
沖
館
で

処
理
さ
れ

る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う

。

要

望
２
　
　（
株

）
蓬
田

紳
装
の
排

水

が
用
水

路
に
流
れ
て

い
る
。

こ
れ
か
ら
村

は
ど
う

対
応
す
る

の
か
。

Ａ
　

（
村
長
）
検
討
し

た

い
。

《
蓬

田

》

工　藤　部落長

要
望
１
　
宮
本
地
区
の
生
活
排
水

を
蓬
田
川
に
流
す
の
は
反
対
で

あ
る
。
浄
化
槽
を
造
っ
て
対
応

す
べ
き
だ
。

Ａ
　
（
村
長
）
検
討
し
た
い
。

Ａ
　
（
土
木
建
設
課
長
）
排
水
は

要
望
３
　
新
設
の
通
学
路
の
利
用

度
が
高
い
の
で
、
計
画
を
示
し

て
は
し
い
。

Ａ
　
三
月
ま
で
に
橋
が
完
成
し
、

来
年
度
舗
装
の
予
定
で
あ
る
。

《
阿

弥

陀

川

》

八　戸　部落長

Ａ
　
（
村
長
）
調
査
の
上
検
討
し

た
い
。

《
中

沢

》

吉　田　部落長

要

望
Ｉ
　

ス

ク
ー
ル

バ
ス
回
転
場

所

の
除
雪
で

、
屯
所
の
並

び
に

雪

の
山
を

つ
く

ら
な

い
で
ほ
し

い
。

Ａ
　

（
教
育
長
）

危
険
・
安
全
を

考
え

れ

ば
、
明

日
に
で
ち
ゃ
ら

な
け

れ

ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

Ａ
　
　（
土
木
建
設
課

長
）
要
望
に

応
え

る
よ

う
排
雪
し

た
い
。

要
望

２
　

村
道
側
溝

の
蓋
を
ふ
ゃ

し
て

ほ
し

い
。

Ａ
　

（
土
木

建
設
課
長
）
中

沢
は
、

本

が
多
く

落
ち
葉
に
よ

り
詰
ま

る
よ
う
だ
。
現
況
で
蓋
の
設
定

が
出
来
る
場
所
か
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

要
望
３
　
青
函
交
流
及
び
就
業
の

場
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
海
峡

線
を
中
沢
駅
に
停
車
さ
せ
て
は

し
い
。

八　 戸　 村　 莓

Ａ
　

（
村

長
）
各
般

に
わ
た
っ
て

お
願

い
し

て

い
る
。
停
め
て
も
、

乗

る
人

が
無
け
れ

ば
迷
惑
に
な

要
望
４
　

図
書
室

を
開
設
し
て

分

館
活

動
を
し
て

い
る
の
で
、
公

民

館
分
館
料

を
い
く
ら

か
増

額

す

る
よ

う
考
慮
し
て

ほ
し

い
。

Ａ
　
　（
教

育
長
）
分
館

ど
う
し
で

凸
凹

が
あ
っ
て
も
困

る

が
、
検

討
し
た

い
。

要

望
５
　

春

・
秋

の
大
掃
除
検

査

は
何
か
根
拠
と
な
っ
て

い
る
か
。

部
落
で
経
費

が
か
か
る
が
、
村
予

算
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
　
（
民
生
課

長
）
根
拠
は

、
法

律
で
あ
る

。

要

望
６
　

ふ

る
さ
と
創
生
、
村

づ

く
り
、
活

性
化
に
関
連
し

て
、

イ

ベ
ン
ト

を

（
田

植
え

祭
り
）

を
実
施
し

た
い

が
、
村

が
助
成

・
後
援
し
て

い
た
だ
け
な

い
か
。

Ａ
　

（
総

務
課
長
）
検

討
し
た

い
。

要

望

７
　

蓬

田

の

玄

関

口

と
し

て

こ

こ

が
蓬

田

村

だ

な

と

い
う

看

板

や

整

備

、

木

・

花

・

生

垣

等

に

つ

い

て

、

観

光

協

会

と

の

話

し
合

い
は
ど
う

な

っ
て

い
る
か

。

Ａ
　
　
（
総

務

課

長

補

佐

）

厶
丿
年

か

ら

青

森

競

輪

場

の

益

金

を

青

森

市

と

東

郡

で

作

っ
て

い

る

広

域

市

町

村

圈

協

議

会

が

一
千

万

円

を

も

ら

え

る

。

今

年

度

か

ら

そ

の

一

環

と

し

て

看

板

を

立

て

要
望
１
　
青
木
久
馬
～
森
秀
一
間

の
国
道
側
溝
の
水
を
野
藤
幸
雄

脇
の
水
路
に
流
し
て
ほ
し
い
。

行政懇談会●4

ま
た
、
Ｊ
Ｒ

用
地
へ

の
設
置
も

考
え
て

い
る
の
で
、
も
し

話
し

合

い
が
つ
け

ば
早
期

に
対
応
で

き
る

か
と
思

い
ま
す

。

要

望
３
　

共
同

墓
地

道
路

拡
幅
用

地
買
収
時

に
、
経
費
は
部

落
負

担
で
登
記

の
や
り
直
し
を
し

て

く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

早
く
や

っ
て
ほ
し

い
。

Ａ
　

（
土
木

建
設
課
長

）
早
く
処

理
す

る
よ

う
進
め
て

い
る
。
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る
計
画
が
あ
り
、
各
町
村
の
境

に
立
て
る
話
し
が
出
て
い
る
。

出
席
者

中
沢
部
落

長
　
　

吉
田
清

光

長
科
部

落
長
　
　

坂
本

祐
一

阿
弥
陀
川
部

落
長

八
戸

一
郎

蓬
田
部

落
長
　
　

工

藤
　

弘

郷
沢
部

落
長
　
　

高
田

仁
吉

瀬
辺
地
部

落
長
　
山

舘
　

清

広
瀬
部

落
長
　
　

川

崎
君
弘

高
根
部

落
長
　
　

佐
井

武
道

（
敬
称
咯
）

税
務
等
の
無
料
個
別

相
談
を
開
催
し
ま
す

蓬
田

村
商
工
会

で
は
、
専
門

の

税
理
士

の
方
に
よ

る
税
務
等

の
無

料
個
別
相
談
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気

軽
に

ご
利
用
下

さ

い
。

◆

相
談
日

二

月
十
四

日
～
十
五
囗

◆

時
　

間
午
後
一
時

か
ら
五
時
ま
で

◆
場
　

所

蓬
田

村
商
工
会

館

◆

担
当

税
理
士

下

田
　

武
志
　

先
生

村ゲートボール大会
リーグ戦始まる７

村体育協会が主催

一
月
二
十
五
囗
（
木
）
午
後
七

時
か
ら
村
体
育
協
会
（
会
長
坂
本

洋

匸

主
催
の
蓬
田
村
ゲ
ー
ト
ボ

Ｉ

ル
大
会

リ
ー

グ
戦

が
、
関
係
者

・
参
加
者
合

せ
て
九
十
名

が
参
加

し
て
、
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
て
始
ま

り
ま
し
た

。

こ

の
大

会
に
は
、
Ａ
・
Ｂ
両
リ
ー

グ
合
せ
て

、
十
一
チ

ー
ム
（
一
チ

ー

ム
六

名
）

が
参
加
し

、
高
齢
者

の
チ

ー
ム
か
ら
若
者
チ

ー
ム
ま
で

の

老
若
男

女

が
熱

い
戦

い
を
繰
り

広

げ
て

い
ま
す
。

試
合

は
、
一
月
二

十
五

囗
か
ら

二
月
二

十
二

囗
ま
で

の
毎

週
木
曜

日

の
午

後
七
時
か
ら

始
ま
り
、
一

試
合
三

十
分
の
試
合

時
間
で
、
Ａ

・
Ｂ
合
せ

て
六
試
合

が
行
わ

れ
て

い
ま
す
。

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
試

合
を
一
度

見
た

い
方

や
興
味

の
あ
る
方
は
、

是

非
お

い
で
下

さ
い
。

参
加
チ

ー

ム
は
下

記
の
通
り
で

す

。

Ｂ リ ー グＡ リ ー グ

チ　ー　ム　名 チ　ー　ム　名

１ ママ＆ノマパ 郷　　　沢

２ 宮　　　本 中沢若い衆

３ 大　　　漁 桃　太　郎

４ は ま な す あみだがわ

５ 高　　　根 蓬　田　Ａ

６ 蓬　田　Ｂ

故高
田
利
四
郎
氏
に
叙
勲

故
、
高
田
利
四
郎
氏
は
長
年
に

わ
た
り
自
治
功
労
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
た
び
勲
六
等

瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
二
十
三
日
、
役
場
村
長
室

に
お
い
て
、
八
戸
良
次
郎
村
長
よ

り
、
遺
族
の
高
田
キ
ワ
さ
ん
に
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
月
十

八
日
（
日

）
は

第
三
十
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

最
高
栽
判
所
栽
判
官
国
民
審
査
の

投
票
日
で
す
！

5 ●各課から
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赤
十
字
社
員
増
強
運
勸

月
間
の
お
知
ら
せ
！

今
年

も
二

月
一

囗
よ
り
赤
十

字

の
「
社
員

増
強
運
動
」

が
始
ま
り

ま
す
。

赤
十

字
は
、
地
震

、
風
水
害
な

ど
の
災

害
に
遭

っ
た
人

々
を
救
護

す
る
災

害
救
護
活
動

、
紛
争
や

飢

え
に
苦
し

む
世
界

の
人

々
の
救
護

を
行
う
国

際
救
護
活
動

、
献
血
な

ど
の
血

液
事
業
、
医
療

活
動
、

病

人
や

老
人

の
看
護
を
行

う
家
庭
看

護
法
や

と
っ
さ
の
事
故

に
備
え
て

の
救
急
法

、
そ
し
て
次
代

を
担
う

青
少
年

（
こ

ど
も
）

赤
十
字
や
赤

十
字
奉
仕
団

の
育
成

な
ど
、
多
岐

に
わ
た

る
活

動
を
展

開
し

て

い
ま

す
。こ

れ
ら

の
人

道
的
諸

活
動
は
赤

十
字
の
趣

旨
に
賛
同
し

、
社
員
と

な
っ
た
皆

さ
ん

が
毎
年
納

め
る
。

「
社
費
」

に
よ

っ
て
行

わ
れ
て

い

る
の
で
す

。

今
年
も
、
近

く
協
賛
委
員

の
方

が
各
家
庭
に

お
伺

い
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と

ご
協
力

を
お
願

い
い
た

し

ま
す
。

社
員
の
加
入

お
よ

び
社

費
の
納

入

は
、
赤
十
字

の
協
賛
委
員

の
方

が
各
家
庭
を
訪

問
さ
れ
た
時

か
、

役
場

民
生
課

の
窓

口
に
お
願

い
い

た
し

ま
す
。

民生課から●6

わ
た
し
の
ア
イ
デ
ア
　
1
4

中

川

菊

美

郷

沢

食
生
活
改
善
推
進
員

●豆腐の春巻とすりみのみそ汁

●材料（５人分）

『豆腐の春巻』

豆腐500 g ／ネギ1本／メンマ100巳／チーズ

(とろける) 匐Ｏｇ／春 巻の皮句枚

『すり身のみそ汁』

ほつけ小３本／卵 刊固／みそ適量／人参１本／

大根３分の１本

『ほうれん草のおひたし 』ほう れん草１束

我
家
は
、

七
十
五

歳
の

お
ば
あ

ち

ゃ
ん
か
ら
二

歳
の
子
供
ま

で
の

大
家

族
で
す

。

で
す
か
ら
献

立
を
考
え
る
時
は
、

頭

を
悩
ま
せ
ま

す
。
高

い
材

料
を

使

い
、
本

の
と
う
り
に
作

る
の
は

簡
単
で
す

が
、
家
で
と
れ

る
物
や
、

近
所

か
ら
も

ら
っ
た
魚
な

ど
を
使

い
、
皆
の

囗
に
あ

う
よ
う

に
調
理

し

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
の
で
す

。

幸

い

我

家

で

は

魚

が
大

好

き

な

の
で
毎
日

の
様
に
食
卓

に
な
ら

び
ま

す
。

最

近
上

の
娘

が
料
理
す

る
事
に

興

味
を
持
ち

は
じ

め
、
卵
を

焼
い

た

り
、
自
分
で

海
か
ら
採

っ
て

来

た

わ
か
め
を

ゆ
で
、
酢
じ
ょ
う

ゆ

で
食

べ
さ
せ
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。

私
も
家

の
仕
事
に
手
伝

う
機
会

が
多
く
な

っ
て

き
た
の
で
、

と
て

も

た
す
か
り
ま
す

。

私

が
そ

ば
に
い
る
時
は
、

ガ
ス

コ

ン

ロ
も
、
包
丁

も
使
わ
せ
、
食

事

の
仕
度
の
手
伝

い
を
し
て

い
る

と
い
う
実

感
を
あ
じ
あ

わ
せ
る
様

に
し
て

い
ま

す
。

自
営
業

の
私
た
ち
に

と
っ
て
、

そ
れ
は
大

変
だ

い
じ
な

事
で
、
あ

る
程
度

の
事
は
親
の
手
を
か
り
ず
、

自
ら
の
力
で
乗

り
越
え
て

く
れ
た

ら
大

助
か
り
で
す

。

食

事
中
は
、

野
菜
な

ど
の
栄
養

に
つ
い
て

話
す

時
も
あ
り
ま

す
。

た
と
え

ば
、

ほ
う
れ
ん

草
な
ら

ば
、
こ
れ
を
食

べ
る
と
、

口
内
炎

や
、
か

ぜ
を

ひ
か
な
く
な

る
し
、

わ
か
め
や
昆

布
は
、
歯
を

丈
夫
に

し
て
く
れ

る
な
ど
と
教
え

て
あ

げ

る
と
一
口
で

も
多
く
食

べ
て
く
れ

る
か
ら
で
す

。

そ
う
す

る
事
は
、
私

自
身
に
対

す
る
手
抜

き
防
止
策
で

も
あ
り
ま

す
。こ

れ

か
ら
何
年
も
作

っ
て

い
く

の
で
す

が
、
私
の
わ

ず
か
な
知
識

を
生

か
し

、
家
族

の
健
康
を
考
え

て

い
き

た
い
と
思

い
ま

す
。

娘
が
料
理
す
る
事
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
た
。

私
が
そ
ば
に
い
る
時
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
も
、
包
丁
も
使
わ
せ
る
。

食
事
中
は
、
野
菜
な
ど
の
栄
養
に
つ
い
て
話
す
。

●
つ
く
り
方

①

豆
腐

は
水
気

を
良

く
切
り
、

つ
ぶ
し

て
、
他
の

材
料
を
混

ぜ

合

わ
せ

、
舂
巻
の
皮
で

包
み
、
巻

き
終
わ
っ
た
ら
、
小
麦

粉
の

水
ど

き
で

く
っ

つ
け

、
油

で
あ
げ

る
。

巻
い

た
物
は

、
時
間
が
た
つ

と

水
分
で
や
ぶ

け
る
の
で

さ
っ

と

あ
げ
る

。

②
み

そ
汁
は

、
人

参
と
大
根

を

先
に

煮
て
、
煮

え
た
頃
に
す
り

身

と
卵
み

そ
少
［
ｙ

を
混

ぜ
一
口

大
に

ち
ぎ
り

な
べ

に
落
と
し

、

み

そ
で
味
付

け
を
し
、
ね

ぎ
を

ち
ら
す

。

③
ほ
う

れ
ん

草
は
、
ゆ
で
て
食

べ

や
す
い
長

さ
に
切
り
、

か
つ

お
ぶ

し

を
ふ

り
か
け

る
。

健
康
ク
ッ
キ
ン
グ
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蓬田村奨学生募集

１。対　象　 者

３。貸　付　額

青森県育英奨学会からのお知らせ

○県学生寮入寮者募集（平成２年２月１日～２月28日）

・所 在 地　東京都小平市鈴木町

・募集人員　約30人（男子のみ）

・寮 費 等　年寮費３万円、月寮費２万５千円、食費（平

日の夕食のみ）月額１万円、電気料金実費

※詳しくは、青森県教育庁学務課内県育英奨学会までお問

い合わせください。

7教育委員会から

蓬田村に居住する者の子弟で大学、短大、各種専門学校、農林漁業技能養成機関、高専後期

２年に在学する者。（何学年からでもよい）

２。募 集期 間

①平成２年２月１日から年２回。（前期３月20囗迄　後期９月20囗迄）

②申込用紙の請求や詳しく知りたい方は、教育委員会学務課に問い合わせしてください。

（下記の電話番号）

月額20,000 円で在学期間中。

４。返　還　金

卒業１年後から在学期間の２倍までの年数内で年賦または半年賦で返還する。

（無　利　子）

◆全額または１部を繰り上げて返還も出来る。

（例）

大学に入学した場合　平成２年４月～卒業平成６年３月

平成６年４月～平成７年３月まで１年間据え置き。

平成７年４月～平成15年３月までの間に返還するとよい。

年　賦　　120,000 円×８回（８年間）＝960,000円

半年賦　　　60,000円×16回（８年間）＝960,000円

蓬田村教育委員会学務課　担当係　容27-2111　 内線273
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の
び
の
び
と
書
初
め

村
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
が
実
施

二
月
五
日
、
蓬
田
村
教
育
委
員

会
主
催
の
新
春
書
初
め
大
会
が
、

ち
び
っ
こ
か
ら
一
般
ま
で
六
十
人

が
参
加
し
て
、
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

最
初
に
奈
良
尹
教
育
長
が
「
今

年
の
干
支
（
え
と
）
の
よ
う
に
、

元

気

い
っ
ぱ
い
に
思

い
っ
き
り
書

い
て
下

さ

い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

こ
の
日
指

導
に
当
た

っ
て
下

さ

っ
た
方
は
、

坂
本
毅

（
中

沢
）
さ

ん
で
、
始
ま

る
前
に
参
加

者
に
学

年

ご
と

に
与
え

ら
れ
た
席
題

の
お

手
本
を
披
露

し
ま
し
た

。

こ

の
後

参
加
者
は
思

い
思
い
の

場
所
に
新
聞

紙
を
敷

い

て

、

与

え

ら

れ

た

席

題

の

文

字

を

の

び

の

び
と

筆

を

は

し

ら

せ

て

い
ま

し

た

。

学

年

ご

と

に

与

え

ら

れ

た

席

題

は

小

学

生

は

一
年

が

「

お

せ

ち

」

、

二

年

「

ま

り

つ

き

」

、

三

年

「

う

め

の

花

」

、

四

年

「

明

る

い

心
」

、

五

年

「

新

た

な

希

望
」
、

六

年

「

新

春

の
自

然

」
、

中

一
「
未

知
へ

の

挑

戦

」
、

中

二

・
三

「
平

成

文

化

創

造

」

、

一
般

「

初

春

梅

一

輪

之

暖

」
で
し

た

。

審

査

は

午

後

か

ら

行

わ

れ

次

の

方

々

が

入

選

さ

れ

ま

し

た

。

「
金

賞

」

▼

太

田

あ

や

子

（
小

二

▼

中

川

よ

し

え

（
小

二

）

▼

藤

本

禎

（
小

三

）

▼

坂

本

千

鶴

子

（
小

四

）

▼

大

宮

千

尋

（
小

五

）

▼

青

木

真

由

美

（
小

六

）

▼

坂

本

晴

佳
（
中

三

）

▼

飯
田

ま

さ

え

（
一

般

）

「

銀

賞

」

▼
大

宮

と

し

ひ

こ

（
幼

）

▼

大

宮

し

ょ

う

こ
（
幼

）

▼

森

み

ち

こ
（
小

二

▼

大

宮

ひ

ろ

ゆ
き

（
小

二

）

▼
田

中

昌

子

（
小

二

）

▼

大

宮

哲

（
小

二

）

▼

野

口

ひ

と

み
（
小

三

）

▼

森

よ

し

お

（
小

三

）

▼

木

戸

育

次

（
小

四

）

▼

青

木

一

史
（
小

四

）

▼

福

浦

佳

奈

子

（
小

五

）

▼

武

井

里

美

（
小

五

）

▼

田

中

富

子

（
小

五

）

▼

福

井

愛

美

（
小

六

）

▼

津

島

鉄

平

示

六

）

▼

川

内

亜

紀
（
小

六

）

▼

田

中

勇

三

二

般

）

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

教育長 日報

教育長 奈 良　 尹

年
が
明
け
た
ら
急
に
選
挙
の

匂
（
に
お
い
）
い
が
漂
っ
て
き

た
よ
う
だ
。
皆
さ
ん
も
同
じ
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
間
接
に
自

分
の
意
志
を
代
弁
し
て
も
ら
う

人
を
選
ぶ
の
だ
か
ら
、
選
択
す

る
基
準
は
人
に
よ
り
け
り
で
、

違
っ
て
く
る
筈
で
あ
る
。
簡
単

に
言
う
と
自
分
の
投
票
し
た
人

が
当
選
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
な

ア
と
思
う
政
治
意
識
で
あ
る
。

私
の
政
治
意
識
が
低
い
の
か
な

ア
と
思
う
こ
と
が
あ
る
が
、
誰

に
も
惑
わ
さ
れ
ず
自
分
の
意
識

で
投
票
し
て
い
る
こ
と
の
誇
り

は
持
て
る
の
で
あ
る
。

ス
キ
ー
教
室
、
ス
キ
ー
場
開

き
は
沢
山
の
参
加
者
を
得
て
楽

し
く
行
わ
れ
た
。
年
々
参
加
者

が
増
え
て
い
る
が
、
大
へ
ん
結

構
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う

の
は
小
さ
い
時
に
習
う
と
一
生

楽
し
め
る
技
術
で
、
そ
の
一
時

習
っ
て
お
か
な
い
と
、
一
生
覚

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
水
泳
も
そ
の

点
同
じ
で
、
児
童
生
徒
を
指
導

す

る
先

生
に
水
泳
を

覚
え
さ
せ
よ

う

と
「
金

づ
ち
先

生
」
を
な
く
し

よ
う
と
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
驚

く

ば
か
り
の
状
態

で
あ
っ
た
。
本

番

に
金

づ
ち

の
よ

う
に

ブ
ク
ブ
ク

沈

ん
で
し
ま

っ
て
不

思
議
に
思

っ

た
こ
と

が
あ

る
。

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
リ

ー
グ
戦
始

ま

る
。
一
ｍ

の
大
ト

ロ
フ
ィ
の
争

奪

戦
で
あ

る
。
果
た
し
て
三

月
始

め
の
栄
光

は
、

ベ
テ
ラ

ン
老
人

ク

ラ

ブ
か
、

初
参
加
の
若
妻

会
か
、

郵
便
局
長
チ

ー
ム
か
、

十
一
チ

ー

ム
に
よ

る
結
果

が
楽
し
み
で
あ
る
。

新
年
度

の
予
算
編
成

始
ま
る
。

前
年
度

の
反

省
と
、
村
財

政
を
村

民

の
た
め
如
何
に
有

効
に
施
行
し

て

ゆ
く

の
か
、
そ

れ

が
教
育
長

の

手
腕
で

も
あ
る
。

一
生
懸
命

努
力

し
た

つ
も
り

が
歓
迎
さ
れ
な

か
っ

た

り
、
陳
情
に
応
え

即
実
行
し

た

も

の
が
、
出
来
て
し

ま
う
と

「
な

し

の
つ
ぶ
て
」
困

り
ま
す
な
ア

。

玉

松
太
鼓
は
軌

道
に

の
っ
て

い

る
。
女
性
の
加
入

に
よ

る

バ
ラ

エ

テ

ィ
あ
る
メ

ン

バ
ー

が
明

年
へ
の

期
待
と
定
期
発

表
と
県
下

フ
ェ
ス

テ

ィ

バ
ル

の
参
加
と
、
年
間

の
献

立

が
完
成
す

る
と
一
人
前

と
し

て

発

足
出
来

る
だ
ろ
う
。

明
る

い
佳

い
年
に
し

た
い
も
の

で
あ
り
ま
す

。
各
位

の
御
健
闘
を

祈
っ
て
Ｉ

。

書初め大会／教育長日報●汐
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東郡
2月25日

(日)は

蓬
田
村
営
ス
キ
ー
場
で
開
催
！

昨

年

雪

不

足

の

た

め

中

止

と

な

り

ま

し

た

束

郡

ス

キ

ー

大

会

は

、

二

月

二

十

五

日

（

囗

）
、
蓬

田

村

営

ス

キ

ー

場

に

お

い

て

開

催

さ

れ

る

予

定

で

す

。

競

技

は

、

大

回

転

と

距

離

の

二

種

目

に

分

か

れ

て

い

ま

す

。

●

大

回

転

＝

▼

小

学

生

（
男

子

）

四

年

、

五

年

、

六

年

『

各

学

年

六

名

以

内

』

▼

小

学

生

（
女

子

）

四

年

、

五

年

、

六

年

『
各

学

年

六

名

以

内

』

▼

中

学

生

（
男

子

）
　
（
女

子

）
『
各

六

名

以

内

』

▼

青

年
（
三

十

歳

以

内

）
　
（
男

子

）
　
（
女

子

）

『
各

六

名

以

内

』

▼

成

年

（
三

十

一

～

四

十

歳

）
　（
男

子

）
　
（

女

子

）

『
各

六

名

以

内

』

▼

壮

年

（
四

十

一

～

五

十

歳

）
　（
男

子

）
　
（
女

子

）

『
各

六

年

以

内

』

▼

壮

年

Ｏ

Ｂ

（
五

十

一

歳

以

上

）

●

距

離

＝

▼

小

学

生

（
男

子

）

四

～
六
年

「
三
ｊ

」
▼
小

学
生

（
女

子

）
四

～
六
年

「
二

ｊ
」
▼
中

学

生

（
男
子
）
「
五
い

」
▼
青
年
「
五

ｊ
」
▼

成
年
「
五
い

」
▼
壮
年
「
三

ｊ

」
▼
一
般

（
女

子
）
「
二
ｊ

」

▼

壮
年
Ｏ
Ｂ

「
二
い

」

『
各
六

名

以
内

』
参
加
資
格
は
、
村

内
に
在
住
し

て

い
る
方
で
し
た

ら
、
誰
で
も
参

加
出

来
ま
す
の
で

、
沢
山
の
方

々

の
出
場

と
選
手

の
健
闘

を
心
か
ら

お
祈

り
し

ま
す
。

◆スキー大会プログラム◆

9:00 ～受　 付

10 : 00～開会式

10 : 30～大回転（小学生）

11 : 30～大回転（中学生、一般）

13 : 30～距　 離（小学生、中学生、一般）

15 : 00～閉会式

内部障害者は

鉄道・航空の

運 賃 が 割 引

されます！

従
来
よ
り
肢
体
不
自
由
者
に
対

し
旅
客
運
賃
の
割
引
き
が
適
用
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
法
改
正
に

よ
り
下
記
の
内
部
障
害
者
に
対
し

て
も
平
成
二
年
二
月
一
日
よ
り
旅

客
運
賃
の
割
引
き
の
制
度
が
適
用

さ
れ
実
施
予
定
で
す
。

①
第
一
種
身
体
障
害
者

▼
内
部
障
害

●
心
臓
機
能
障
害

二

級
か
ら
四
級
ま
で
）

●
じ
ん
臓
機
能
障
害

二

級
か
ら
四
級
ま
で
）

●
呼
吸
器
機
能
障
害

二

級
か
ら
四
級
ま
で
）

●
ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
の
機
能

障
害
（
一
級
及
び
三
級
）

●
小
腸
機
能
障
害

二

級
か
ら
四
級
ま
で
）

②
第
二
種
身
体
障
害
者

●
ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
の
機
能

障
害
（
四
級
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
民
生

課
民
生
係
（
内
線
二
三
三
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

暮
ら
し
と
電
気
安
全

省
エ

ネ
ル
ギ

ー
月
間

二
月
は
省
子
不
ル
ギ
ー
対
策
を

広
く
国
民
運
動
と
し
て
進
め
る
た

め
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
か
ら
毎

年
二
月
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
日
で
は
、
表
面
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
需
要
緩
和
や
価
格
安
定
の

流
れ
に
よ
っ
て
、
省
干
不
ル
ギ
ー

意
識
の
低
迷
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

本
月
間
の
行
事
な
ど
を
通
じ
、
省

諾

東

北

電

気

保

安

協

会

子
不
ル
ギ
ー

の
重
要

性
に
関

す
る

認
識

と
理
解
を

一
層
深

め

る
必
要

が
あ

り
ま
す
。

と
こ

ろ
で
電
気
こ

た
つ

に
は
、

マ
ッ
ト

を
敷
き
大

き
め
の
掛
け

フ

ト

ン
に
毛

布
を
併
用

す
る
と
、

約

十
五
％

も
、
省

エ
ネ
と
な
り
ま
す
。

温
度

調
整
は
、
最

初
は
「

強
」

で
早
く
暖

め
、
「
弱
」

と
こ
ま

め

に
調
整
し

ま
し
ょ
う

。

9●各課から
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北
欧
五
ヶ
国
視
察
記

③

老
人
福
祉
施
設
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
『
リ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
』

北

欧

四

ヶ

国

の

う

ち

で
最

初

の

施

設

見

学

は

、

こ

の
施

設

で

、

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

国

、

マ

ル

メ
市

に

あ

る

。

マ

ル

メ

市

は

人

口

二

十
三

万

人

で

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン
国

第

三

番

目

の

都

市

、

緑

多

い
平

地

の
街

並

は

綺

麗

で

あ

る

。

隣

国

首

都

デ

ン

マ

ー

ク
国

、

コ

ペ

ン
（

Ｉ

ゲ

ン
と

は
水

中

翼

船

で

四

十

五

分

の

距

離

、

船

中

乗

客

ほ

ぼ
満

員

、

百

五

十

名

位

は

乗

っ
て

い
た

。
夫

々

（
そ

れ

ぞ

れ

）

、

清

涼

飲

料

、

ビ
ー

ル

、

ス

パ

ゲ

テ

ィ

等

組

合

せ

の

お

盆

を

買

い

求

め

雑

談

に

ふ

け

っ

て

い
る

よ

う

だ

。

四

十

五

分

間

の

旅

で

、

日

本

人

は

こ

ん

な

に

物

を

買

っ
て

食

べ
る

だ

ろ

う

か

と

も

思

わ

れ

た

。

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

は
昔

か

ら

老

人

福

祉

対

策

に

は

進

ん

だ
国

と

聞

い

て

い

る

し

、

一
番

視

察

見

学

し

た

い
所

で

あ

っ
た

の
で

、

緊

張

し

て

い

た

。

女

性

の
所

長

さ

ん

に

案

内

さ

れ

、

施

設

一
巡

後

、

説

明

を
受

け

た

。

こ

の

セ

ン

タ

ー

は

老

人

の

為

の

理
（
美

容

）
室

、
図

書

室

、
ビ
リ

ヤ

ー

ド

、

カ

ー

リ

ン

グ

、

レ

ス

ト

ラ

ン

、

プ

ー

ル

な

ど

の

他

、

木

工

や

幡

織

（

は

た

お

り

）
、
刺

繍

（
し

し

ゅ
う

）

な

ど

の

作

業

室

、

シ

ャ

ワ

ー

ル

ー

ム

、

サ

ウ

ナ

等

、

至

れ

り

尽

く

せ

り

の

整

備

状

況

、

そ

れ

に

百

六

十

戸

（
百

八

十

人

居

住

）

の

ア

パ

ー

ト

ま

で

付

属

し

て

い

る

。

い

わ

ゆ

る

老

人

対

策

の

総

合

施

設

で

あ

り

、

わ

が

国

で

は

あ

ま

り

例

が

な

い

施

設

と

思

わ

れ

た

。

こ

の

施

設

は

、

収

容

ヶ

ア

（
ア

パ

ー

ト

）

と

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

と

、

（

イ

ス

ク

ー

ル

と

三

部

門

に

大

別

さ

れ

、

そ

れ

に

保

育

園

児

や

、

学

童

に

も

利

用

さ

れ

て

い

る

。

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

は

二

十

㎞

四

方

の

地

域

を

カ

バ

ー

し

、

車

で

送

迎

し

て

お

り

、
（

イ

ス

ク

ー

ル

は

、

年

金

受

給

者

を

対

象

に

無

料

で

十

七

コ

ー

ス

の

講

座

を

開

講

し

て

い

る

。

こ

こ

に

通

う

人

は

、

月

百

ク

ロ

ー

ネ

（
約

二

千

二

百

円

）

負

担

す

れ

ば

、

バ

ス

や

タ

ク

シ

ー

を

何

回

も

利

用

で

き

る

事

に

な

っ

て

い

る

。

ア

パ

ー

ト

は

一

人

用

、
百

一

室

、

二
人
用
と
し
て
十
室
あ
り
、
月
額

一
人
部
屋
は
千
五
十
ク
ロ
ー
ネ

（
二
万
三
千
百
円
）
二
人
部
屋
は

千
六
百
ク
ロ
ー
ネ
（
二
万
五
千
二

百
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
家
具
や

調
度
品
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
あ

る
。
（

ン
デ
ィ
の
あ
る
大
で
も
負

担
は
一
般
の
大
と
同
様
で
あ
り
、

む
し
ろ
二
人
部
屋
使
用
と
な
る
の

で
、
千
六
百
ク
ロ
ー
ネ
徴
収
さ
れ

て
い
る
。

従
業
員
は
百
五
十
人
で
、
更
に

三
百
人
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
地

域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
い
う
。

ヘ
ル
パ
ー
は
毎
日
約
三
百
食
分
の

食
事
を
家
庭
へ
届
け
る
仕
事
も
担

当
し
て
い
る
。
日
本
風
に
、
ヘ
ル

パ
ー
一
人
で
何
人
の
老
人
を
カ
バ

ー
し
て
い
る
か
と
の
質
問
に
対
し

て
は
、
北
欧
で
は
そ
ん
な
基
準
は

意
味
が
な
い
。
一
週
間
で
一
度
介

護
す
れ
ば
よ
い
老
人
も
あ
れ
ば
、

ま
た
、
老
人
一
人
に
介
護
大
が
二

人
も
必
要
と
す
る
老
人
も
あ
り
、

又
、
自
由
に
（

イ
ス
ク
ー
ル
に
通

っ
て
く
る
老
人
も
あ
る
。
い
わ
ば

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
老
人
の
容
態

に
よ
っ
て
介
護
す
る
数
は
自
ず
と

決
ま
る
も
の
だ
と
言
う
。

青
森
市
よ
り
規
模
の
小
さ
い
人

口
二
十
三
万
人
の
マ
ル
メ
市
で
、

こ
う
し
た
施
設
が
十
六
ヶ
所
も
あ

り
、
そ
こ
で
介
護
す
る
人
の
全
て

は
公
務
員
で
、
し
か
も
、
そ
の
数

は
三
千
五
百
人
も
居
る
と
い
う
。

年
収
は
十
八
万
ク
ロ
ー
ネ
（
約
四

百
万
円
）
と
き
い
て
一
同
ビ
ッ
ク

リ
し
た
。
プ
ー
ル
は
常
時
三
十
七

度
の
温
度
を
保
ち
、
一
般
の
大
は

十
ク
ロ
ー
ネ
（
二
百
二
十
円
）
の

使
用
料
が
取
ら
れ
る
と
い
う
。
物

づ
く
り
の
た
め
の
指
導
員
な
ど
の

経
費
は
施
設
で
負
担
す
る
が
、
原

材
料
は
全
て
自
分
持
ち
で
、
そ
の

代
わ
り
完
成
品
も
勿
論
個
人
の
所

有
と
な
っ
て
い
る
。

本
村
の
老
人
憩
い
の
家
の
運
営

に
も
ヒ
ン
ト
を
得
た
よ
う
に
思
わ

れ
て
い
る
。

役

ただし、保育所・幼稚園・児童館・中央公民館・農業者トレーニン

グセンター・小学校・中学校は、今までごおりです。

村長視察記●10

村
　
長
　

八
　
戸
　
良
次
郎

場 は 丶

4月から毎月第2・第4土曜日が休みになります

。

毎月の第２・第∠L土曜日を休日とすることは、すでに国（平成元年1 月から）や県（平成元年５月から）

が実施しており、東津軽郡各町村も平成２年４月から一斉に実施しようとしているものです。
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今
回

は
、

ホ

タ
テ
養

殖
（
漁
家

）
の

若

き

後

継

者

と

し

て

、

ま

た

、

蓬

田

ス

キ

ー
場

の

パ
ト

ロ

ー

ル

隊

員

と

し

て

頑

張

っ

て

い

る

工

藤

徹

（
郷

沢

）
さ

ん

に

取

材

し

ま

し

た

。

工

藤

さ

ん

は

、

中

学

校

を

卒
業

と
同
時
に
、
自
家
の
漁
業
を
継

ぐ
た
め
に
八
戸
水
産
高
等
学
校
へ

と
進
学
し
ま
し
た
。

高
校
在
学
中
に
、
四
級
小
型
船

舶
操
縦
士
と
船
舶
無
線
の
免
許
を

取
得
し
、
い
つ
で
も
漁
業
を
于
伝

え
る
状
態
で
卒
業
し
ま
し
た
。

在
学
二

年
の
年
に
は

、
（

ワ
イ

へ
実
習
を
兼

ね
た
三

ヶ
月
の
研
修

が
あ
り
、

マ
ク

ロ
の
は

い
繩
漁
や

漁
業
の
イ

ロ
（

を
勉

強
し

、
り

っ

ぱ
な
海

の
男

に
な

っ
て

帰
っ
て
き

ま
し
た

。

現
在
、
自
家

の
仕
事

を
手
伝

い

な

が
ら
、
昨

年
の
冬

か
ら
蓬
田

ス

キ
ー
場

の
パ
ト

ロ
ー

ル
勤

務
に
当

た
り
、
お
客

さ
ん

が
ケ
ガ
し

な
い

よ
う

に
、

ス
キ

ー
場

の
整
備

や
、

パ
ト

ロ
ー

ル
に
と
余
念

が
あ
り
ま

せ

ん
。

ま
た
、

ス
キ

ー
場
を
利
用

す
る

村

の
子
供
達

の
指
導
に
も
特

に
力

を
入

れ
、

「
今

の
子
供
達

が
明
日

の
国

体
選
手
と
し

て
一
人
で

も
出

て

く
れ
た
ら

い
い
で
す
ね
」

と
語

る
工

藤
さ
ん

の
期
待
は
膨

ら
み
ま

す

。ま

た
、
「

ス
キ

ー
場
を
利
用

す

る
お
客
さ
ん
も
、

村
内
は
も

と
よ

り
村

外
の
方
も

だ
い
ぶ
増
え

て
来

ま
し

た
の
で
、
雪
不

足
で
営
業
し

て

い
な
い
時
に
、

間
違

っ
て

来
る

お
客

さ
ん
も
あ
り
ま

す
の
で

、
瀬

辺

地
の
上

り
囗

の
橋
の
所
に

ス
キ

ー
場
営

業
中
・
中
止

と

い
う

掲
示

板
を

設
置
し
た
ら
も

っ
と

い
い
」

と
、

名
案
を
提
供

。

若
き
二

十
歳
の

青
年
工
藤
さ
ん
。

漁
業

の
後
継
者
と
し
て

、
ま
た
、

ス
キ

ー
場

パ
ト

ロ
ー
ル
に
と
今

日

も
頑
張

る
。

み
～
つ
け
た

わが村 を通る国道280 号線の海側に

設置されているカーブミラーの上に⑦

⑧⑨⑩と番号標識が付けられました。

この番号標識を設置しましたのは、Ｊ

Ｒ青森電力区で、踏切事故や緊急事故

が発生した時に発生場所をすばやく確

認するための目標物として設置された

もので肌 このカーブ ミラーの 設置場所

は、武井精米所の所に⑦、蓬田中学校

下に⑧、郷沢共同精米所の所に⑨、変

電所下に⑩の４ヶ所です。

入
定予事行月２

１３６８ｒａｌ７１ｎ
ぴ
１０ｎ

乙り乙り乙
［
ａり乙 日

成
人

ス
キ
ー
教
室
『
ナ
イ
タ
ー
』
ス
キ
ー
場

村

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
リ
ー
グ
戦

『
Ａ
・
Ｂ
』

1
9時
～
（
村
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
上

成
人
ス
キ

ー
教
室

『
ナ
イ

タ
ー
』
ス
キ
ー
場

一
才
半
児
・
二
才
児
健
診
1
3
時
～

（
中
央
公
民
館
）

村
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
リ

ー
グ
戦
『
Ａ
・
Ｂ
』

1
9時
～
（
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
上

村

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
リ

ー
グ
戦
『
Ａ
・
Ｂ
』

1
9時
～
（
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
上

校
内
ス
キ
ー
大
会

校
内
雪
像
コ

ン
ク
ー
ル

殷
脱
健
診

９
時
～
（
中
央
公
民
館
）

村

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
リ
ー
グ
戦
『
Ｂ
』

1
9時

～
（
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
上

束
郡
ス
キ
ー
大
会
（
村
営
ス
キ
ー
場
）

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事

社
会
教
育
課

村
体
育
協
会

社
会
教
育
課

民
　
生
　

課

村
体
育
協
会

村
体
育
協
会

蓬
田
中
学
校

蓬
田
中
学
校

民
　
生
　

課

村
体
育
協
会

村
体
育
協
会

担
　
　
　

当

11●談話室／行事予定

ス
キ
ー
大
好
き
！

2

4

談話室
№24　　がんばる　工藤　徹さん



け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
1
7
ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

思

い
出
と
言

わ
れ
る
数

々
の
こ

と

を
生
ま
れ
故
郷
で
作

り
、
今
は

茨

城
で
家
庭
を
持

っ
て

生
活
し
て

お
り
ま

す
。

し

か
し

、
私

か
い
か
に
故
郷
で

思

い
出
を
残
し
た

か
、
い
や
、
そ

れ
は
い
か
に
、
も
つ
け
で
あ
っ
た
か

を

少
し

述

べ
た

い
と
思

い
ま
す

。

小

学
校
三

年
生

の
こ

ろ
、
皆

が

大

切
に
し

て

い
た

オ
ル

ガ
ン
の
鍵

を
壊
し

て
先
生
に

ピ
ン
ク
を
三

十

人 口 と 世 帯 数

(12月31日現在)

回
ぐ
ら
い
さ
れ
た
こ
と
。

人
に
い
や
が
ら
せ
を
し
て
、
廊

下
に
立
だ
さ
れ
た
こ
と
。

今
は
そ
の
小
学
校
も
保
育
所
と

な
り
、
三
年
前
に
帰
省
し
、
あ
ま

り
多
い
思
い
出
を
、
当
時
の
小
学

校
の
前
で
思
い
出
し
、
自
分
な
が

ら
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
の
実
家
は
、
昔
は
工
藤
商

店
と
、
ヶ
ド
（
道
路
）
を
は
さ
ん

だ
浜
側
に
あ
っ
た
の
で
、
小
学
校

の
始
業
の
ベ
ル
が
鳴
る
と
と
も
に

走
っ
て
出
か
け
、
夏
は
授
業
が
終

わ
る
と
と
も
に
浜
に
走
っ
て
泳
ぐ

と
い
う
毎
日
で
し
た
。

そ
し
て
、
浜
辺
に
停
泊
中
の
船

に
泳
い
で
い
っ
て
、
昼
食
も
と
ら

総人口　4,190 人
男　　2,020人
女　　2,170人

世帯数　1,044世帯

お誕生おめでとうございます

ず
遊
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
当
時
の
写
真
を
村
制
一
〇

〇
周
年
記
念
の
村
勢
要
覧
に
見
つ

け
、
思
い
出
を
新
た
に
し
若
い
頃

の
思
い
出
が
蘇
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
小
学
校
の
こ
ろ
先
輩

達
と
遊
ん
で
い
る
時
の
こ
と
、
私

は
突
然
深
み
に
入
り
、
尻
を
上
に

数
秒
間
浮
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
先
輩
に
助
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
泳

ぐ
こ
と
に
人
一
倍
の
努
力
を
し
ま

し
た
。

以
上
が
小
学
校
時
代
の
思
い
出

の
Ｉ
ペ
ー
ジ
で
あ
り
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
東
京
に
出
て
二

十
年
あ
ま
り
、
現
在
は
警
視
庁
警

小猿　 隼也

小鹿　 佑斗

松本　怜巳

北山　倫裕

警
視
庁
警
護
課
（
Ｓ
Ｐ
）

護

課
に
勤
め
て

お
り
ま
す

。

こ

れ
か
ら
も
健
康

に
気
を

つ
け

治

安
維
持
の
た

め
に
微
力
な

が
ら
、

頑
張

っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最

後
に
村
制

一
〇
〇
周
年

に
携

わ
っ
た
皆
様

の
ご
健
勝
と
村

の
益

ご結婚おめでとうございます

福士 渡（阿弥陀川）

宮田　 順子（蓬　田）

おくやみ申し上げます

工
　

藤
　
　
　

博

さ
ル

々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

めも

･１現住所／茨城県 筑波 郡伊奈町字勘兵衛新

田41 － 39a 02975(8)5977･・生年月日 ／昭和

25年５月25日卜 出身 ／中 沢／工藤正一氏次

男･・家族構成／妻（佐千 子）・長男（貢）

・長女（真佐子）･・好きなも の／釣り ・ゴ

ルフト経歴 ／青森市立第一高等学 校卒「現北

高」（昭和44年 ）･警視庁入庁（昭和44～45）

蒲田警 察署（昭和45～50） ・第一自 動車警

ら 隊（昭和50～56）･警 護課（ＳＰ）（昭和

56年10 月～現在に至る）

久慈　サナ（瀬辺地　90 歳）

高田利四郎（郷　 沢　72 歳）

小松正治郎（蓬　 田　70 歳）

三上　 孝一（中　 沢　53 歳）

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　囗

12月受付分

智

任I

子　
長男

淳　司

律　子　長女

畋

智

子　
長男

広　報　よ　も　ぎ　た
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